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Ⅰ．令和６年度道路関係補正予算配分方針 

 

１．一般公共事業  
「国民の安心・安全と持続的な成長に向けた総合経済対策」（令和６年 11 月 22 日閣

議決定）に基づき、 
Ⅰ. 日本経済・地方経済の成長 

 ～全ての世代の現在・将来の賃金・所得を増やす～ 
Ⅱ. 物価高の克服 
   ～誰一人取り残されない成長型経済への移行に道筋をつける～ 
Ⅲ. 国民の安心・安全の確保 
   ～成長型経済への移行の礎を築く～ 
 

の三つの柱について、所要の経費が計上されたところである。なお、近年の資材価格

の高騰の影響等を考慮した公共事業等の実施については、各項目を実施するための

個々の事業の中で必要な経費を措置している。 
配分に当たっては、追加の趣旨を十分踏まえ、以下の事業について、地域の実情や

地方公共団体の要望等を勘案しつつ、重点的かつ効率的な配分を行うこととする。 
 

日本経済・地方経済の成長 
 ～全ての世代の現在・将来の賃金・所得を増やす～ 
○生産性向上・地方創生に資する道路ネットワークの整備等 

  ○こどもの安全な通行の確保に向けた道路交通環境の整備等の推進 
  ○インフラ、交通、物流等の分野におけるＧＸの推進 
 

国民の安心・安全の確保 
    ～成長型経済への移行の礎を築く～ 
  ○国土強靱化に資する道路ネットワークの機能強化に関する対策 
  ○道路インフラの局所的な防災・減災対策等 
  ○道路インフラに係る老朽化対策 
  ○デジタル技術を活用した道路管理の高度化等の推進 
  ○災害対応体制の強化 
 

２．国庫債務負担行為（ゼロ国債） 
公共事業の円滑かつ効率的な執行を図るため、事業の平準化を推進することとし、特

に、積雪寒冷地域等地域の状況に十分配慮して配分を行うこととする。 
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Ⅱ．令和６年度道路関係補正予算配分総括表 
 

 
 
  （注）事業費ベース 

※「防災・減災及び国土強靱化の推進」には、防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策分のほか、国土強靱化緊

急対応分及び緊急防災分を含む。 

※この他に、「Ⅰ.日本経済・地方経済の成長～全ての世代の現在・将来の賃金・所得を増やす～」の柱に、調査費やデジタル

庁一括計上分、大口・多頻度割引の最大割引率を 40％から 50％に拡充する措置の延長（令和８年３月末まで）を実施する

ための経費（国費 78 億円）がある。 

※この他に、地方の要望に応じて道路整備に充てることができる防災・安全交付金（国費 3,506 億円）及び社会資本整備総合

交付金（国費 612 億円）、直轄道路（権限代行区間を含む）に係る災害復旧事業費（国費 370 億円）等がある。 

※四捨五入の関係で、各計数の和が合計と一致しないところがある。 

 
 
  

[総事業費] （単位：百万円）

本省配分 一括配分 計 本省配分 一括配分 計 本省配分 一括配分 計

43,207 10,668 53,875 57,060 0 57,060 100,267 10,668 110,935

170,941 51,280 222,221 217,476 0 217,476 388,417 51,280 439,697

防災・減災及び国土強靱化の推進 170,941 51,280 222,221 217,476 0 217,476 388,417 51,280 439,697

214,148 61,948 276,096 274,536 0 274,536 488,685 61,948 550,633

19,092 12,200 31,292 4,914 0 4,914 24,006 12,200 36,206

233,240 74,148 307,388 279,450 0 279,450 512,691 74,148 586,839

日本経済・地方経済の成長
～全ての世代の現在・将来の賃金・所得を増やす
～

区 分

直 轄 事 業 補 助 事 業 合 計

国民の安心・安全の確保
～成長型経済への移行の礎を築く～

小 計

国庫債務負担行為（ゼロ国債）

合 計
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Ⅲ．事業別概要 
計数は直轄及び補助の事業費である。（この他に調査費と地方の要望に応じて道路整備に充てることが

できる防災・安全交付金及び社会資本整備総合交付金がある。） 

 

 

 

○日本経済・地方経済の成長 

・生産性向上・地方創生に資する道路ネットワークの整備等 

 76,452 百万円 

空港・港湾など広域交通拠点とのアクセス道路など、地域を支える産業等の生産性向上

に寄与し、地方創生につながる道路の整備等を推進。 

 

 

 

・こどもの安全な通行の確保に向けた道路交通環境の整備等の推進 

 30,592 百万円 

「通学路等における交通安全の確保及び飲酒運転の根絶に係る緊急対策」（令和３年８

月４日）に基づく通学路の合同点検結果等を踏まえ、ソフト対策の強化と一体となった通学

路における交通安全対策等を引き続き推進。また、交通安全対策を実施するために必要な

舗装修繕についてあわせて推進。 

 

 

 

・インフラ、交通、物流等の分野におけるＧＸの推進 3,891 百万円 

カーボンニュートラルの実現に貢献するため、道路照明の LED 化等による道路施設の省

エネ・再エネの活用等を実施。 
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○国民の安心・安全の確保 

・国土強靱化に資する道路ネットワークの機能強化に関する対策  

 224,283 百万円 

災害に強い国土幹線道路ネットワークの機能を確保するため、高規格道路のミッシング

リンクの解消及び高規格道路と代替機能を発揮する直轄国道とのダブルネットワークの強

化等を実施。 

 

 

 

・道路インフラの局所的な防災・減災対策等 60,124 百万円 

橋梁や道路の流失、土砂災害、電柱倒壊等による道路の通行止めのリスク解消や津波

や洪水からの避難場所確保のため、河川に隣接する道路構造物等の流失防止対策や法

面・盛土対策、無電柱化、高架区間等を活用した避難施設の整備等を実施。 

 

 

 

・道路インフラに係る老朽化対策 139,270 百万円 

予防保全型インフラメンテナンスへの転換を図るため、道路インフラについて、早期に対

策が必要な施設の修繕等を集中的に実施。 

 

 

 

・デジタル技術を活用した道路管理の高度化等の推進 11,029 百万円 

国土強靱化に関する施策のデジタル化推進のため、AI や ICT 技術等を活用した道路管

理体制の強化等を実施。 

 
 
 

・災害対応体制の強化 4,992 百万円 

令和６年能登半島地震等を踏まえ、災害対応に係る支援体制・機能の強化を図るため、

トイレコンテナなどの資機材等を充実。 

 

4



Ⅳ．都道府県別等配分額

[直轄事業]

本省配分 一括配分 計 本省配分 一括配分 計 本省配分 一括配分 計 本省配分 一括配分 計

1,800 1,093 2,893 17,624 10,905 28,529 17,624 10,905 28,529 19,424 11,998 31,422

930 1,759 2,688 9,655 7,551 17,206 9,655 7,551 17,206 10,585 9,310 19,895

16,466 1,313 17,779 20,314 6,412 26,726 20,314 6,412 26,726 36,780 7,725 44,505

1,430 711 2,141 7,793 3,458 11,251 7,793 3,458 11,251 9,223 4,169 13,392

12,200 1,170 13,370 18,624 6,222 24,846 18,624 6,222 24,846 30,824 7,392 38,216

1,803 1,235 3,038 26,413 5,958 32,371 26,413 5,958 32,371 28,216 7,194 35,409

2,280 1,854 4,134 25,905 4,909 30,814 25,905 4,909 30,814 28,185 6,763 34,948

870 259 1,129 12,103 1,913 14,016 12,103 1,913 14,016 12,973 2,172 15,145

3,869 1,167 5,036 31,210 3,641 34,851 31,210 3,641 34,851 35,079 4,808 39,887

1,560 106 1,666 1,300 312 1,612 1,300 312 1,612 2,860 418 3,278

43,207 10,668 53,875 170,941 51,280 222,221 170,941 51,280 222,221 214,148 61,948 276,096

（注）事業費ベース
※防災・減災及び国土強靱化の推進には、防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策分のほか、国土強靱化緊急対応分及び緊急防災分を含む。
※この他に、調査費等がある。
※四捨五入の関係で、各計数の和が合計と一致しないところがある。

区分

日本経済・地方経済の成長
～全ての世代の現在・将来の賃
金・所得を増やす～ 防災・減災及び国土強靱化の推進

北 海 道 開 発 局

国民の安心・安全の確保
～成長型経済への移行の礎を築く
～

小　　　計

東 北 地 方 整 備 局

関 東 地 方 整 備 局

北 陸 地 方 整 備 局

中 部 地 方 整 備 局

近 畿 地 方 整 備 局

中 国 地 方 整 備 局

合　計

四 国 地 方 整 備 局

九 州 地 方 整 備 局

沖 縄 総 合 事 務 局
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（単位：百万円）

本省配分 一括配分 計 本省配分 一括配分 計

5,100 3,275 8,375 24,524 15,273 39,797

2,800 2,360 5,160 13,385 11,670 25,055

2,292 200 2,492 39,072 7,925 46,997

1,000 908 1,908 10,223 5,077 15,300

1,500 1,070 2,570 32,324 8,462 40,786

2,100 2,550 4,650 30,316 9,744 40,059

1,600 700 2,300 29,785 7,463 37,248

600 150 750 13,573 2,322 15,895

1,800 987 2,787 36,879 5,795 42,674

300 0 300 3,160 418 3,578

19,092 12,200 31,292 233,240 74,148 307,388

国庫債務負担行為
（ゼロ国債）

合　　　計
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[補助事業] （単位：百万円）

 防災・減災及び国
土強靱化の推進

1,151 13,143 13,143 14,294 322 14,616 

374 5,003 5,003 5,377 1,386 6,763 

363 4,490 4,490 4,853 - 4,853 

577 2,510 2,510 3,087 - 3,087 

705 3,473 3,473 4,178 900 5,078 

2,183 7,618 7,618 9,800 565 10,365 

762 16,149 16,149 16,912 - 16,912 

1,107 1,911 1,911 3,018 - 3,018 

1,555 8,994 8,994 10,549 - 10,549 

557 5,839 5,839 6,396 - 6,396 

1,740 3,640 3,640 5,380 545 5,925 

786 1,660 1,660 2,446 - 2,446 

2,263 3,237 3,237 5,500 41 5,541 

1,700 2,345 2,345 4,045 - 4,045 

1,136 7,202 7,202 8,339 - 8,339 

1,971 12,660 12,660 14,632 - 14,632 

2,123 6,633 6,633 8,756 - 8,756 

985 2,942 2,942 3,927 - 3,927 

1,122 1,932 1,932 3,054 - 3,054 

687 6,572 6,572 7,259 - 7,259 

1,934 2,760 2,760 4,694 - 4,694 

4,237 7,988 7,988 12,225 845 13,070 

55 4,252 4,252 4,307 - 4,307 

257 5,031 5,031 5,289 - 5,289 

1,669 3,250 3,250 4,919 - 4,919 

1,928 3,582 3,582 5,510 - 5,510 

1,172 3,779 3,779 4,951 - 4,951 

306 8,322 8,322 8,629 - 8,629 

1,910 2,737 2,737 4,646 - 4,646 

361 1,583 1,583 1,944 - 1,944 

1,262 1,677 1,677 2,939 - 2,939 

812 1,605 1,605 2,417 - 2,417 

693 3,405 3,405 4,098 - 4,098 

3,363 1,811 1,811 5,174 - 5,174 

403 2,442 2,442 2,845 - 2,845 

1,435 2,592 2,592 4,027 - 4,027 

1,033 1,973 1,973 3,006 - 3,006 

587 3,572 3,572 4,158 - 4,158 

138 2,138 2,138 2,276 - 2,276 

731 1,768 1,768 2,499 - 2,499 

934 3,117 3,117 4,051 - 4,051 

2,593 6,777 6,777 9,370 - 9,370 

2,532 4,756 4,756 7,288 - 7,288 

970 8,134 8,134 9,104 - 9,104 

606 2,905 2,905 3,511 - 3,511 

481 4,677 4,677 5,158 310 5,468 

810 2,890 2,890 3,700 - 3,700 

57,060 217,476 217,476 274,536 4,914 279,450 

（注）事業費ベース
※上表はすべて本省配分である。
※防災・減災及び国土強靱化の推進には、防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策分のほか、国土強靱化緊急対応分及び緊急防災分を含む。
※この他に、地方の要望に応じて道路整備に充てることができる防災・安全交付金（国費3,506億円）及び社会資本整備総合交付金（国費612億円）がある。
※四捨五入の関係で、各計数の和が合計と一致しないところがある。

宮 城 県

区分

日本経済・地方経
済の成長
～全ての世代の現
在・将来の賃金・
所得を増やす～

国民の安心・安全
の確保
～成長型経済への
移行の礎を築く～

国庫債務負担行為
（ゼロ国債）

合　　　計

北 海 道

青 森 県

岩 手 県

小　　　計

長 野 県

秋 田 県

山 形 県

福 島 県

茨 城 県

栃 木 県

群 馬 県

埼 玉 県

千 葉 県

東 京 都

神奈川県

山 梨 県

兵 庫 県

新 潟 県

富 山 県

石 川 県

岐 阜 県

静 岡 県

愛 知 県

三 重 県

福 井 県

滋 賀 県

京 都 府

大 阪 府

福 岡 県

奈 良 県

和歌山県

鳥 取 県

島 根 県

岡 山 県

広 島 県

山 口 県

徳 島 県

香 川 県

愛 媛 県

高 知 県

沖 縄 県

合 計

佐 賀 県

長 崎 県

熊 本 県

大 分 県

宮 崎 県

鹿児島県
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Ⅴ．配分箇所の具体事例

１．日本経済・地方経済の成長～全ての世代の現在・将来の賃金・所得を増やす～

都道府県名 箇所名 配分額 事  業  概  要

（百万円） 

熊本県 一般国道５７号 ・事業内容：幹線道路ﾈｯﾄﾜｰｸ整備

（大津
おお づ

町
まち

～熊本
くまもと

市） 大津
おお づ

道路 80 ・事業延長：18.6km

大津熊本
おお づ くまもと

道路（大津西
おおづにし

～合志
こうし

） 200 ・補正予算（追加額）投入効果

大津熊本
おお づ くまもと

道路（合志
こうし

～熊本
くまもと

） 1,997

京都府 一般府道 667 ・事業内容：幹線道路ﾈｯﾄﾜｰｸ整備

（城陽市
じょうようし

） 山城
やましろ

総合運動公園城陽
じょうよう

線 ・事業延長：0.7km

城陽
じょうよう

橋 ・補正予算（追加額）投入効果

　物流・人流の速達性向上のため、補

正予算の充当により、一般府道山城総
やましろそ

合運動公園城陽
うごううんどうこうえんじょうよう

線（城陽橋
じょうようばし

）の橋梁上

部工を実施することで、地域を支える

産業等の生産性向上に寄与し、地方創

生につながる道路の整備を推進。

 （注）事業費ベースで作成。

（生産性向上・地方創生に資する道路ネットワークの整備等）

　物流・人流の速達性向上のため、補

正予算の充当により、国道５７号大津
おおづ

道路、大津
おお づ

熊本
くまもと

道路（大津
おお づ

西
にし

～合志
こう し

）

において調査設計、大津
おお づ

熊本
くまもと

道路（合
こ

志
う し

～熊本
くまもと

）において改良工事を実施す

ることで、地域を支える産業等の生産

性向上に寄与し、地方創生につながる

道路の整備を推進。
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１．日本経済・地方経済の成長～全ての世代の現在・将来の賃金・所得を増やす～

都道府県名 箇所名 配分額 事  業  概  要

（百万円） 

島根県 島根県 647 ・事業内容：歩道整備

（益田
ますだ

市
し

） 通学路緊急対策推進計画 ・事業延長：0.18km

一般県道 ・補正予算（追加額）投入効果

（美濃
みのじ

地石
いわみ

見横田
よこた

停車場線）

 （注）事業費ベースで作成。

（こどもの安全な通行の確保に向けた道路交通環境の整備等の推進）

　通学路等の安全な通行を早期に確保

するため、補正予算の充当により、一

般県道美濃
みの

地石見
じいわみ

横田
よこた

停車場線の歩道

整備を実施することで、ソフト対策の

強化と一体となった交通安全対策を推

進する。
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１．日本経済・地方経済の成長～全ての世代の現在・将来の賃金・所得を増やす～

都道府県名 箇所名 配分額 事  業  概  要

（百万円） 

宮城県 14
・事業内容：EV充電施設案内サインの
設置

（大崎市
おおさき し

、登米市
とめ  し

）
・補正予算（追加額）投入効果

　次世代自動車への転換の潮流を踏ま

え、EV充電施設の案内サインを設置す

ることにより、次世代自動車の普及と

走行環境の向上に貢献。

 （注）事業費ベースで作成。

（インフラ、交通、物流等の分野におけるＧＸの推進）

一般国道４号
一般国道４５号
一般国道４７号
一般国道１０８号
道の駅周辺

10



３．国民の安心・安全の確保 ～成長型経済への移行の礎を築く～

都道府県名 箇所名 配分額 事  業  概  要

（百万円） 

愛知県、静岡県 一般国道４７４号 2,031 ・事業内容：幹線道路ﾈｯﾄﾜｰｸ整備

（東栄町
とうえいちょう

、新城
しんしろ

市） 佐久間
さくま

道路・三遠
さんえん

道路 ・事業延長：27.9km

（浜松
はままつ

市） ・補正予算（追加額）投入効果

　令和７年度の開通を確実にし、災害時

においても速やかに緊急車両や一般車両

の通行を確保するため、補正予算の充当

により、国道４７４号佐久間
さくま

道路・三遠
さんえん

道路 の改良工事、舗装工事を実施する

ことで、道路ネットワークの機能強化を

推進。

愛媛県 一般国道１９７号 430 ・事業内容：幹線道路ﾈｯﾄﾜｰｸ整備

（大洲
おおず

市～八幡浜
やわたはま

市） 夜昼
よるひる

道路
どうろ

・事業延長：4.2km

・補正予算（追加額）投入効果

 （注）事業費ベースで作成。

（国土強靱化に資する道路ネットワークの機能強化に関する対策）

　災害時においても速やかに緊急車両や

一般車両の通行を確保するため、補正予

算の充当により、国道１９７号夜
よる

昼
ひる

道路

の切土工事・法面工事等を実施すること

で、道路ネットワークの機能強化を推

進。
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３．国民の安心・安全の確保 ～成長型経済への移行の礎を築く～

都道府県名 箇所名 配分額 事  業  概  要

（百万円） 

鹿児島県 一般国道１０号 25 ・事業内容：法面対策

（霧島
きりしま

市） 鹿児島１０号維持管理 ・事業延長：0.06km

・補正予算（追加額）投入効果

　土砂災害等による道路の通行止めのリ

スクを解消するため、補正予算の充当に

より、一般国道１０号霧島
きりしま

市国分
こくぶ

上之段
うえのだん

地区において、現場吹付法枠工等の法面

対策工事を実施することで、道路法面・

盛土対策を推進。

長野県 長野県 647 ・事業内容：無電柱化

（上田
うえだ

市） 無電柱化推進計画事業 ・事業延長：0.45km

（主要地方道 長野
ながの

上田
うえだ

線 天神
てんじん

） ・補正予算（追加額）投入効果

　電柱倒壊による道路の通行止めのリス

クを解消するため、補正予算の充当によ

り、天神
てんじん

工区の電線共同溝工事を実施す

ることで、市街地の第二次緊急輸送道路

における無電柱化を推進。

 （注）事業費ベースで作成。

（道路インフラの局所的な防災・減災対策等）
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３．国民の安心・安全の確保 ～成長型経済への移行の礎を築く～

都道府県名 箇所名 配分額 事  業  概  要

（百万円） 

新潟県 一般国道８号 50 ・事業内容：舗装修繕

（三条
さんじょう

市） 新潟８号道路維持管理 ・事業延長：0.2km

・補正予算（追加額）投入効果

　予防保全型インフラメンテナンスへの

転換を図るため、補正予算の充当によ

り、国道８号三条
さんじょう

市千把野新田
せんばのしんでん

地区にお

いて、路盤打換工事等を実施すること

で、早期に対策が必要な道路施設の老朽

化対策を集中的に実施。

山形県 一般国道１１３号 30

（飯豊町
いいでまち

） 山形１１３号維持管理

・補正予算（追加額）投入効果

　能登半島地震において有用性が確認さ

れた防災用コンテナ型トイレを直轄一体

型の「道の駅」に配備し、平常時は「道

の駅」のサービス機能向上に活用、災害

時は被災地へ派遣して被災地ニーズに対

応する。

 （注）事業費ベースで作成。

・事業内容：防災用コンテナ型トイレの
配備

（災害対応体制の強化）

（道路インフラに係る老朽化対策）
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様式－１

（ゼロ国債）

都道府県名 箇所名 配分額 事  業  概  要

（百万円） 

北海道 一般国道４０号 1,500 ・事業内容：幹線道路ﾈｯﾄﾜｰｸ整備

（中川郡
なかがわ

音威子府村
おといねっぷむら

音威子府
おといねっぷ

バイパス ・事業延長：19.0km

　～中川町
なかがわちょう

） ・補正予算（ゼロ国債）投入効果

宮城県 一般国道４号 920 ・事業内容：幹線道路ﾈｯﾄﾜｰｸ整備

（黒川
くろかわ

郡大衡
おおひら

村
むら

） 大衡
おおひら

道路 ・事業延長：4.5km

・補正予算（ゼロ国債）投入効果

北海道 一般国道１２号 140 ・事業内容：交差点改良

（江別
えべつ

市） 野幌末広町
のっぽろすえひろちょう

交差点改良 ・事業量：1箇所

・補正予算（ゼロ国債）投入効果

 （注）事業費ベースで作成。

　積雪寒冷地である中川
なかがわ

地区の改良工事

の早期発注が可能となり、冬期期間を避

けた施工を行うことで、令和７年度の開

通がより確実になる。

　積雪寒冷地である大衡
おおひら

地区の改良工

事、舗装工事の早期発注が可能となり、

冬期期間を避けた施工を行うことで、

大衡村
おおひらむら

大衡
 おおひら

字萱刈場
かやかりば

～大衡村
おおひらむら

駒場
 こまば

字

蕨崎
わらびざき

の令和８年度の開通がより確実にな

る。

積雪寒冷地である江別
えべつ

市野幌末広町
のっぽろすえひろちょう

地区

の改良工事の早期発注が可能となり、冬

期を避けた施工を行うことで、着実に事

業進捗をはかる。
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日
本

経
済

・
地

方
経

済
の

成
長

～
全

て
の

世
代

の
現

在
・
将

来
の

賃
金

・
所

得
を

増
や

す
～

生
産

性
向

上
・
地

方
創

生
に

資
す

る
道

路
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

整
備

等

・
一

般
国

道
５

７
号

中
九

州
横

断
道

路
大

津
道

路
、

大
津

熊
本

道
路

（
大

津
西

～
熊

本
）

・
一

般
府

道
山

城
総

合
運

動
公

園
城

陽
線

（
城

陽
橋

）

こ
ど

も
の

安
全

な
通

行
の

確
保

に
向

け
た

道
路

交
通

環
境

の
整

備
等

の
推

進

・
島

根
県

通
学

路
緊

急
対

策
推

進
計

画
（
一

般
県

道
美

濃
地

石
見

横
田

停
車

場
線

）

イ
ン

フ
ラ

、
交

通
、

物
流

等
の

分
野

に
お

け
る

Ｇ
Ｘ

の
推

進

・
一

般
国

道
４

号
、

４
５

号
、

４
７

号
、

１
０

８
号

道
の

駅
周

辺

国
民

の
安

心
・
安

全
の

確
保

～
成

長
型

経
済

へ
の

移
行

の
礎

を
築

く
～

国
土

強
靱

化
に

資
す

る
道

路
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

機
能

強
化

に
関

す
る

対
策

・
一

般
国

道
４

７
４

号
三

遠
南

信
自

動
車

道
佐

久
間

道
路

・
三

遠
道

路

・
大

洲
・
八

幡
浜

自
動

車
道

一
般

国
道

１
９

７
号

夜
昼

道
路

道
路

イ
ン

フ
ラ

の
局

所
的

な
防

災
・
減

災
対

策
等

・
一

般
国

道
１

０
号

鹿
児

島
１

０
号

維
持

管
理

・
長

野
県

無
電

柱
化

推
進

計
画

事
業

（
主

要
地

方
道

長
野

上
田

線
天

神
工

区
）

道
路

イ
ン

フ
ラ

に
係

る
老

朽
化

対
策

・
一

般
国

道
８

号
新

潟
８

号
維

持
管

理

災
害

対
応

体
制

の
強

化

・
一

般
国

道
１

１
３

号
山

形
１

１
３

号
維

持
管

理
（
道

の
駅

へ
の

防
災

用
コ

ン
テ

ナ
型

ト
イ

レ
の

配
備

）

・
・
・

別
紙

１
な

か
き

ゅ
う

し
ゅ

う

・
・
・

別
紙

４

・
・
・

別
紙

３

・
・
・

別
紙

７

・
・
・

別
紙

５

・
・
・

別
紙

６

・
・
・

別
紙

８

お
お

づ
お

お
づ

く
ま

も
と

お
お

づ

・
・
・

別
紙

２

・
・
・

別
紙

９

・
・
・

別
紙

１
０

く
ま

も
と

や
ま

し
ろ

じ
ょ

う
よ

う
じ

ょ
う

よ
う

み
の

じ
い

わ
み

よ
こ

た

さ
ん

え
ん

な
ん

し
ん

さ
く

ま
さ

ん
え

ん

よ
る

ひ
る な

が
の

う
え

だ
て

ん
じ

ん

お
お

ず
や

わ
た

は
ま

16



【
日
本
経
済
・
地
方
経
済
の
成
長
～
全
て
の
世
代
の
現
在
・
将
来
の
賃
金
・所
得
を
増
や
す
～
】生
産
性
向
上
・
地
方
創
生
に
資
す
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
等

一
般
国
道
５
７
号
中
九
州
横
断
道
路
大
津
道
路
、
大
津
熊
本
道
路
（
大
津
西
～
熊
本
）

○
物

流
・
人

流
の

速
達

性
向

上
の

た
め

、
補

正
予

算
の

充
当

に
よ

り
、

国
道

５
７

号
大

津
道

路
、

大
津

熊
本

道
路

（大
津

西
～

合
志

）
に

お
い

て
調

査
設

計
、

大
津

熊
本

道
路

（合
志

～
熊

本
）
に

お
い

て
改

良
工

事
を

実
施

す
る

こ
と

で
、

地
域

を
支

え
る

産
業

等
の

生
産

性
向

上
に

寄
与

し
、

地
方

創
生

に
つ

な
が

る
道

路
の

整
備

を
推

進
。

《
位

置
図

》

《
平

面
図

》

《
効

果
》

な
か

き
ゅ
う
し
ゅ
う

お
お

づ
お
お

づ
く
ま

も
と

お
お

づ
に
し

く
ま

も
と

お
お

づ
お

お
づ

く
ま

も
と

お
お

づ
に

し
こ

う
し

一
般

国
道

５
７

号
大

津
道

路
大

津
熊

本
道

路
（
大

津
西

～
合

志
）

大
津

熊
本

道
路

（
合

志
～

熊
本

）

熊
本

県

《
諸

元
等

》
事

業
区

間
：

延
長

：

令
和

６
年

度
補

正
配

分
額

（
事

業
費

）

：

熊
本

県
菊

池
郡

大
津

町
大

字
高

尾
野

～
熊

本
市

北
区

大
鳥

居
町

１
８

．
６

km
大

津
道

路
：
4.

8k
m

大
津

熊
本

道
路

（
大

津
西

～
合

志
）
：4

.7
km

大
津

熊
本

道
路

（
合

志
～

熊
本

）：
9.

1k
m

２
２

．
８

億
円

大
津

道
路

：
0.

8億
円

大
津

熊
本

道
路

（
大

津
西

～
合

志
）
：2

.0
億

円
大

津
熊

本
道

路
（
合

志
～

熊
本

）：
20

.0
億

円

き
く

ち
お

お
づ

ま
ち

た
か

お
の

く
ま

も
と

お
お

と
り

い
ま

ち

至
：

福
岡

県

【
大

津
道

路
・
大

津
熊

本
道

路
を

活
用

し
た

製
品

輸
送

の
例

】

大
津
道
路
・

大
津
熊
本
道
路
利
用

原
材
料
輸
送

半
導
体
・
二
輪
車

製
造
工
場

大
津
道
路
・

大
津
熊
本
道
路
利
用

半
導
体
・
二
輪
車
輸
送

熊
本
港

博
多
港

福
岡
空
港

延
長
4
.
7k
m

熊
本
港

至
：
宮

崎
県

、
鹿

児
島

県

至 ： 大 分 県

博
多

港
福

岡
空

港
か

ら
国

内
外

へ

熊
本

港
か

ら
原

材
料

を
輸

送

世
界
最
大
手
半
導
体

メ
ー
カ
ー
の
進
出

大
手
二
輪
車
メ
ー
カ
ー

国
内
唯
一
の
生
産
拠
点

延
長
9
.
1k
m

熊
本

北
JC

Ｔ
（仮

称
）

西
合

志
IC

（仮
称

）
合

志
IC

（仮
称

）
大

津
西

IC
（仮

称
）

熊
本

IC

室
工

業
団

地

ｾ
ﾐｺ

ﾝ
ﾃ
ｸ
ﾉ
ﾊ

ﾟｰ
ｸ

原
水

工
業

団
地

第
二

原
水

工
業

団
地

中
核

工
業

団
地

北
部

工
業

団
地

大
津
熊
本
道
路

(
合
志
～
熊
本
)

お
お

づ

く
ま
も
と

こ
う
し

く
ま
も
と

大
津
熊
本
道
路

(
大
津
西
～
合
志
)

こ
う
し

お
お

づ
に
し

お
お

づ
く
ま
も
と

大
津
道
路

お
お

づ

延
長
4
.
8k
m

大
津

IC

大
津

東
IC

車
帰 IC

阿
蘇

西
IC

菊
池

市

大
津

町

合
志

市

菊
陽

町

北
熊

本
SI

C

植
木

IC

下
硯

川
IC

和
泉

IC

花
園

IC 熊
本

市
中

心
市

街
地

熊
本

市
西

区

熊
本

市
東

区

熊
本

市
北

区

熊
本

市
中

央
区

▼
沿

線
へ

の
世

界
最

大
手

半
導

体
メ

ー
カ

ー
の

進
出

(R
6
.2

.2
4
開

所
)

R
6
.2

撮
影

世
界

最
大

手
半

導
体

メ
ー

カ
ー

写
真

①
世

界
最

大
手

半
導

体
メ

ー
カ

ー
（
第

一
工

場
・
第

二
工

場
）

( 至) 熊 本 市

大
津

西
IC

(仮
称

)
お
お

づ
に
し

(至
)大

分
県

投
資
額
約
3
兆
3
,7
5
0
億
円

新
規
雇
用
者
数
約
3
,4
0
0
人
以
上
予
定

※
投
資
額
：R
6
.2
.2
4
時
点
、
新
規
雇
用
者
数
：R
6
.7
.4
時
点

○
大

津
道

路
、

大
津

熊
本

道
路

沿
線

地
域

※
は

製
造

品
出

荷
額

が
県

内
第

１
位

の
工

業
地

域
で

あ
り

、
半

導
体

関
連

工
場

や
二

輪
四

輪
車

関
連

工
場

等
が

集
積

。
新

た
な

工
業

団
地

の
開

発
も

進
ん

で
い

る
。

○
広

域
道

路
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
整

備
に

よ
り

、
走

行
性

の
向

上
と

所
要

時
間

の
短

縮
が

図
ら

れ
、

沿
道

地
域

の
更

な
る

産
業

発
展

、
地

域
活

性
化

が
期

待
さ

れ
て

い
る

。

※
：
菊

池
市

、
合

志
市

、
菊

陽
町

、
大

津
町

き
く

ち
こ

う
し

き
く
よ

う
ま

ち
お

お
づ

ま
ち

お
お

づ
お

お
づ

く
ま

も
と

お
お

づ
く
ま

も
と

こ
う

し
く
ま

も
と

池
上

熊
本

駅
IC

13

34
4
7

6
8

84
9
6

1
0
0

11
9

13
6

1
65

03
0

6
0

9
0

1
20

1
50

1
80

H
26

H
27

H
28

H
29

H
30

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

(社
)

3
8
5

9
7
0

1
,7

27

2
,4

87
2,

9
1
43

,2
5
4
3,

3
1
93

,8
61

6
,2

00
6,

5
8
8

0

2
,0

0
0

4
,0

0
0

6
,0

0
0

8
,0

0
0

H
26

H
27

H
28

H
29

H
30

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

(人
)

▼
新

規
立

地
企

業
数

(累
積

)
▼

新
規

雇
用

者
数

(累
積

)

1
0
年
で
1
6
5
社
進
出

1
0
年
で
約
6
,6
0
0
人
増
加

※
業

種
問

わ
ず

。
増

設
も

含
む

。
※

業
種

問
わ

ず
。

増
設

し
た

企
業

の
雇

用
者

も
含

む
。

資
料

：
菊

池
市

、
合

志
市

、
菊

陽
町

、
大

津
町

提
供

資
料

：
菊

池
市

、
合

志
市

、
菊

陽
町

、
大

津
町

提
供

【
道

路
】

直
轄

別
紙

１

広
域
図
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【
日
本
経
済
・
地
方
経
済
の
成
長
～
全
て
の
世
代
の
現
在
・
将
来
の
賃
金
・所
得
を
増
や
す
～
】生
産
性
向
上
・
地
方
創
生
に
資
す
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
等

一
般
府
道
山
城
総
合
運
動
公
園
城
陽
線
（
城
陽
橋
）

ＮＮ

：
京

都
府

城
陽

市
富

野

：
京

都
府

：
０

．
７

ｋ
ｍ

：
６

．
７

億
円

《
位

置
図

》

や
ま

し
ろ

じ
ょ

う
よ

う
じ

ょ
う

よ
う

ば
し

《
諸

元
等

》

事
業

区
間

事
業

主
体

延
長

令
和

６
年

度
補

正
配

分
額

（
事

業
費

）

じ
ょ

う
よ

う
と

の

○
物

流
・
人

流
の

速
達

性
向

上
の

た
め

、
補

正
予

算
の

充
当

に
よ

り
、

一
般

府
道

山
城

総
合

運
動

公
園

城
陽

線
（城

陽
橋

）
の

橋
梁

工
事

を
実

施
す

る
こ

と
で

、
地

方
を

支
え

る
産

業
等

の
生

産
性

向
上

に
寄

与
し

、
地

方
創

生
に

つ
な

が
る

道
路

の
整

備
を

推
進

。

や
ま

し
ろ

じ
ょ

う
よ

う
じ

ょ
う

よ
う

ば
し

や
ま

し
ろ

じ
ょ

う
よ

う
せ

ん

(一
)山

城
総

合
運

動
公

園
城

陽
線

じ
ょ

う
よ

う
ば

し

（
城

陽
橋

）

《
平

面
図

》

（
都
）
東
部
丘
陵
線

（
事
業
中
）

城
陽

IC

(
一
)
山
城
総
合
運
動
公
園
城
陽
線

（
城
陽
橋
）

延
長
0
.
7
km

新
名

神
高

速
道

路

国
道

2
4
号

《
現

地
状

況
》

至
奈

良
市

至 滋 賀 県

至
京

都
市

や
ま
し
ろ

じ
ょ
う
よ
う

国
道
2
4号

寺
田
拡
幅

（
事
業
中
）

じ
ょ
う
よ
う
ば
し

城
陽

SI
C

（
仮

称
）

宇
治

田
原

IC
（
仮

称
）

《
整

備
効

果
》

本
事

業
区

間
を

４
車

線
化

整
備

す
る

こ
と

で
、

産
業

の
活

性
化

や
広

域
的

な
地

域
間

交
流

圏
を

形
成

す
る

と
と

も
に

、
災

害
発

生
時

に
お

い
て

、
新

名
神

を
は

じ
め

と
す

る
広

域
的

な
道

路
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
と

の
連

携
を

強
化

至
京

都
市

至
奈

良
県

事
業

区
間

広
域
商
業
ゾ
ー
ン

地
域
商
業
・
業
務
ゾ
ー
ン

工
業
・
流
通
ゾ
ー
ン

住
宅
ゾ
ー
ン

農
業
ゾ
ー
ン

森
林
公
園
緑
地
ゾ
ー
ン

福
祉
ゾ
ー
ン

土
地
利
用
検
討
ゾ
ー
ン

広
域
交
流
拠
点

地
域
生
活
拠
点

中
枢
機
能
集
積
拠
点

至
大

阪
府

長
池

駅

城
陽
市
役
所

城
陽
警
察
署

城
陽
市
消
防
本
部

新
名
神
高
速
道
路

【
地
域
産
業
の
発
展
を
支
援
】

( 一) 山 城 総 合 運 動

公 園 城 陽 線

（
仮

称
）

城
陽

S
IC

（
仮

称
）

宇
治

田
原

IC
城

陽
J
C

T
・
S
IC

2
4

（
都
）
東
部
丘
陵
線

2
4

30
7

東
部
丘
陵
地

府
立
山
城
総
合
運
動
公
園

至
滋

賀
県

白
坂
テ
ク
ノ
パ
ー
ク

城
陽

J
C

T
・
S
IC

長
池
地
区

（
大
規
模
商
業
拠
点
）

城
陽
SI
C(
仮
称
)

東
部
丘
陵
地

2
4

2
4

国
道
２
４
号

寺
田
拡
幅
事
業

宇
治
田
原
IC
(仮
称
)

青
谷
地
区

（
物
流
拠
点
）

サ
ン
フ
ォ
ル
テ
城
陽

（
地
域
区
分
郵
便
局
）

【
緊
急
輸
送
道
路
の
機
能
強
化
】

城
陽
市
東
部
丘
陵
地
整
備
計
画
【
見
直
し
版
】
対
象
エ
リ
ア

【
青
谷
地
区
】

次
世
代
基
幹
物
流
施
設

【
道

路
】

補
助

別
紙

２
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島
根
県
通
学
路
緊
急
対
策
推
進
計
画
（
一
般
県
道
美
濃
地
石
見
横
田
停
車
場
線
）

《
位

置
図

》

○
令

和
３
年

度
通

学
路

合
同

点
検

で
抽

出
さ

れ
た

道
路

管
理

者
に

よ
る

対
策

必
要

箇
所

に
お

い
て

、
通

学
路

等
の

安
全

な
通

行
を

確
保

す

る
た

め
、

補
正

予
算

の
充

当
に

よ
り

、
一

般
県

道
美

濃
地

石
見

横
田

停
車

場
線

の
歩

道
設

置
工

事
等

の
対

策
を

実
施

す
る

こ
と

で
、

警
察

や
学

校
が

実
施

す
る

ソ
フ

ト
対

策
の

強
化

と
一

体
と

な
っ

た
交

通
安

全
対

策
を

推
進

。

み
の

じ
い

わ
み

よ
こ

た

み
の

じ
い

わ
み

よ
こ

た

小
学

生
が

歩
道

が
な

い
道

路
を

通
行

写
真

①

歩
道

設
置

計
画

《
平

面
図

》
《
横

断
図

》

対
策

前
（
歩

道
が

無
い

）

対
策

内
容

【
公

安
委

員
会

・
警

察
】

・
横

断
歩

道

【
学

校
】

・
学

校
に

よ
る

安
全

教
育

《
島

根
県

通
学

路
緊

急
対

策
推

進
計

画
》

令
和

６
年

度
補

正
配

分
額

（
事

業
費

）
：

６
．

５
億

円

《
個

別
事

例
》

○
路

線
名

：
一

般
県

道
美

濃
地

石
見

横
田

停
車

場
線

○
事

業
箇

所
：

島
根

県
益

田
市

向
横

田
町

〇
整

備
延

長
：

０
．

１
８

ｋ
ｍ

○
事

業
主

体
：

島
根

県

ま
す

だ
む

か
い

よ
こ

た
ち

ょ
う

み
の

じ
い

わ
み

よ
こ

た

【
道

路
管

理
者

】

・
歩

道
設

置

・
カ

ラ
ー

舗
装

+

一
般

県
道

美
濃

地
石

見
横

田
停

車
場

線

Ｎ

対
策

後
（
歩

道
設

置
W

=3
.0

m
）

30
00

写
真

②
写

真
③

歩
道

を
設

置

至
西

益
田

小
学

校

至
山

口
県

萩
市

方
面

は
ぎ

小
・中

学
生

が
狭

い
歩

行
空

間
を

通
行

す
る

必
要

が
あ

る
た

め
危

険

【
日
本
経
済
・
地
方
経
済
の
成
長
～
全
て
の
世
代
の
現
在
・
将
来
の
賃
金
・所
得
を
増
や
す
～
】こ
ど
も
の
安
全
な
通
行
の
確
保
に
向
け
た
道
路
交
通
環
境
の
整
備
等
の
推
進

萩
市

方
面

山
口

県

文

至
津

和
野

町
つ

わ
の

ち
ょ

う

至
匹

見
町

ひ
き

み
ち

ょ
う

対
策

必
要

箇
所

歩
道

設
置

L=
0.

18
km

や
ま

ぐ
ち

は
ぎ

（
警

察
）

横
断

歩
道

至
益

田
市

街
ま

す
だ

西
益

田
小

学
校

横
田

中
学

校
文

出
典

：
地

理
院

地
図

出
典

：
地

理
院

地
図

山
口

県
萩

市
方

面

島
根

県

《
現

地
状

況
写

真
》

車
道

路
肩

路
肩

60
00

75
0

75
00 車
道

路
肩

路
肩

60
00

10
00

50
0

歩
道

75
00

10
50

075
0

（
学

校
）

安
全

教
育

（
学

校
）

安
全

教
育

【
道

路
】

補
助

別
紙

３
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【
課

題
・
背

景
等

】
○

カ
ー

ボ
ン

ニ
ュ

ー
ト

ラ
ル

の
早

期
実

現
を

図
る

た
め

、
道

路
照

明
の

LE
D

化
に

よ
り

道
路

施
設

の
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
化

を
推

進
。

〇
次

世
代

自
動

車
の

普
及

促
進

に
向

け
、

EV
充

電
施

設
の

案
内

サ
イ

ン
を

設
置

す
る

こ
と

に
よ

り
、

次
世

代
自

動
車

の
利

便
性

向
上

に
資

す
る

道
路

環
境

の
整

備
を

推
進

。
○

道
路

に
お

け
る

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

活
用

に
向

け
て

、
道

路
空

間
に

お
い

て
太

陽
光

発
電

設
備

を
設

置
。

【
太

陽
光

発
電

設
備

の
設

置
】

道
路

空
間

に
お

い
て

、
太

陽
光

発
電

設
備

を
設

置

《
実

施
内

容
（
例

）》
《
配

分
箇

所
の

具
体

事
例

（
EV

充
電

施
設

へ
の

案
内

サ
イ

ン
）》

【
道

路
照

明
の

LE
D

化
】

道
路

照
明

の
LE

D
化

に
よ

り
道

路
施

設
の

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

化
を

推
進

LE
D

照
明

道
路

照
明

の
LE

D
化

（
イ

メ
ー

ジ
）

太
陽

光
発

電
施

設
の

設
置

（
イ

メ
ー

ジ
）

【
EV

充
電

施
設

へ
の

案
内

サ
イ

ン
】

道
の

駅
に

設
置

さ
れ

て
い

る
EV

充
電

施
設

へ
の

案
内

サ
イ

ン
を

整
備

EV
充

電
施

設
案

内
サ

イ
ン

の
設

置
（
イ

メ
ー

ジ
）

：
設

置
箇

所

事
業

箇
所

：
一

般
国

道
４

号
、

４
５

号
、

４
７

号
、

１
０

８
号

道
の

駅
周

辺
（
宮

城
県

大
崎

市
、

登
米

市
）

令
和

６
年

度
補

正
配

分
額

（
事

業
費

）
：

０
．

１
億

円

お
お

さ
き

と
め

宮
城

県

道
の

駅
三

本
木

道
の

駅
津

山

道
の

駅
お

お
さ

き

4
5

4
5

4

4

4

4

6

4
8

4
7

1
0
8

【
日
本
経
済
・
地
方
経
済
の
成
長
～
全
て
の
世
代
の
現
在
・
将
来
の
賃
金
・
所
得
を
増
や
す
～
】
イ
ン
フ
ラ
、
交
通
、
物
流
等
の
分
野
に
お
け
る
Ｇ
Ｘ
の
推
進

一
般
国
道
４
号
、
４
５
号
、
４
７
号
、
１
０
８
号
道
の
駅
周
辺

《
位

置
図

》

【
道

路
】

直
轄

別
紙

４
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東
栄

ＩＣ

佐
久

間
川

合
ＩＣ

鳳
来

峡
ＩＣ

浦
川

ＩＣ

新
東

名
高

速
道

路

岐
阜

県

愛
知

県

静
岡

県
長

野
県

さ
  
く
  
ま

　
か

わ
い

う
ら

か
わ

と
う

え
い

ほ
う

ら
い

き
ょ

う

は
ま

ま
つ

浜
松

い
な

さ
J
C

T

渋
川

寺
野

ＩＣ
し

ぶ
か

わ
て

ら
の

浜
松

い
な

さ
北

ＩＣ

は
ま

ま
つ

飯
田

山
本

ＩＣ
い

い
だ

や
ま

も
と

H
3
1
.3

開
通

延
長

6
.9

km

H
2
4
.3

開
通

延
長

1
3
.4

km

H
2
4
.4

開
通

延
長

0
.5

km

静
岡

県
浜

松
市

天
竜

区
佐

久
間

町
川

合
は

ま
ま

つ
て

ん
り

ゅ
う

さ
く
ま

ち
ょ

う
か

わ
い

静
岡

県
浜

松
市

浜
名

区
引

佐
町

東
黒

田
は

ま
ま

つ
は

ま
な

い
な

さ
ち

ょ
う

ひ
が

し
く
ろ

だ佐
久

間
道

路

・
三

遠
道

路

延
長

2
7
.9

km

さ
く

ま

さ
ん

え
ん

東
栄

IC
～

鳳
来

峡
IC

令
和

7
年

度
開

通
予

定

延
長

7
.1

km

と
う

え
い

ほ
う

ら
い

き
ょ

う

三遠南信自動車道約100km

N

○
令

和
７

年
度

の
開

通
を

確
実

に
し

、
災

害
時

に
お

い
て

も
速

や
か

に
緊

急
車

両
や

一
般

車
両

の
通

行
を

確
保

す
る

た
め

、
補

正
予

算
の

充
当

に
よ

り
、

国
道

４
７

４
号

佐
久

間
道

路
・三

遠
道

路
の

改
良

工
事

、
舗

装
工

事
を

実
施

す
る

こ
と

で
、

道
路

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
機

能
強

化
を

推
進

。

《
位

置
図

》

《
効

果
》

《
被

災
状

況
》

【
国
民
の
安
心
・
安
全
の
確
保
～
成
長
型
経
済
へ
の
移
行
の
礎
を
築
く
～
】
国
土
強
靱
化
に
資
す
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
能
強
化
に
関
す
る
対
策

一
般
国
道
４
７
４
号
三
遠
南
信
自
動
車
道
佐
久
間
道
路
・
三
遠
道
路

さ
ん
え
ん
な
ん
し
ん

長
野

県

愛
知

県
静

岡
県

一
般

国
道

４
７

４
号

三
遠

南
信

自
動

車
道

R5
.6
撮
影

至
浜
松

至
飯
田

写
真
①
国
道
15
2号

法
面
崩
壊
状
況

写
真
②
国
道
15
2号

法
面
崩
壊
状
況

R2
.7
撮
影

至
浜
松

至
飯
田

さ
く

ま
さ
ん
え
ん

さ
く

ま
さ

ん
え

ん

○
並

行
現

道
で

あ
る

国
道

1
5
2
号

は
大

雨
に

よ
る

法
面

崩
壊

等
で

過
去

5
年

間
で

5
回

の
全

面
通

行
止

め
を

実
施

。
な

お
、

令
和

5
年

6
月

の
法

面
崩

落
時

に
全

面
通

行
止

め
を

1
0
4
日

間
実

施
し

た
が

、
部

分
供

用
し

た
佐

久
間

道
路

・
三

遠
道

路
が

代
替

路
と

し
て

機
能

し
、

広
域

迂
回

を
回

避
。

○
当

該
区

間
の

全
線

開
通

に
よ

り
、

災
害

等
に

よ
る

広
域

迂
回

の
回

避
な

ど
安

全
・

安
心

で
信

頼
性

の
高

い
道

路
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

確
保

を
図

る
。

さ
ん

え
ん

さ
く

ま

《
平

面
図

》

《
諸

元
等

》

事
業

区
間

延
長

令
和

６
年

度
補

正
配

分
額

（
事

業
費

）

：
静

岡
県

浜
松

市
天

竜
区

佐
久

間
町

川
合

～
同

市
浜

名
区

引
佐

町
東

黒
田

：
２

７
．

９
ｋ
ｍ

：
２

０
．

３
億

円

は
ま

ま
つ

て
ん

り
ゅ

う
さ

く
ま

ち
ょ

う
か

わ
い

い
な

さ
ち

ょ
う

ひ
が

し
く

ろ
だ

N

E1
A

E1

愛
知
県

静
岡
県

浜
松
市

至
飯
田

新
城
市

浜
松
い
な
さJ
CT

令
和

７
年

度
開

通
予

定
（
延

長
7.

1k
m

）

至 東 京
【
迂

回
時

】
※

14
2分

【
整

備
前

】
※

99
分

浜
松
市
佐
久
間
支
所

【
整

備
後

】
※

76
分

佐
久
間
川
合
IC

至 名 古 屋

鳳
来
峡
IC

東
栄
IC

写
真

①

※
所
要
時
間
：
R3
全
国
道
路
・街
路
交
通
情
勢
調
査
の
混
雑
時
旅
行
速
度
よ
り算
出

写
真

②

迂
回

ル
ー

ト
よ

り

6
6

分
短

縮

浜
松
市
役
所

佐 久 間 道 路 ・ 三 遠 道 路

国
道

1
5
2
号

異
常

気
象

時
通

行
規

制
区

間
（
連

続
雨

量
1
8
0m

m
）

【
現

況
】
※

81
分

凡
例

整
備
前
（
国
道
15
2号
利
用
)

現
況

（
国
道
15
1号
、佐
久
間
・三
遠
道
路
利
用
）

迂
回
時
（
国
道
25
7号
利
用
）

整
備
後
（
佐
久
間
・三
遠
道
路
利
用
）

災
害
に
よ
る
通
行
止
め
箇
所
(H
31
-R
5)

土
砂
災
害
警
戒
区
域

凡
例 高
速
道
路

国
道

開
通
済
区
間

事
業
中
区
間

は
ま

な

【
道

路
】

直
轄

別
紙

５
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《
効

果
②

》
大

規
模

災
害

時
の

広
域

避
難

・緊
急

輸
送

の
軸

と
な

る
「
命

の
道

」

緊
急

輸
送

や
避

難
・
救

援
活

動
を

支
援

す
る

。

【
国
民
の
安
心
・
安
全
の
確
保
～
成
長
型
経
済
へ
の
移
行
の
礎
を
築
く
～
】
国
土
強
靱
化
に
資
す
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
能
強
化
に
関
す
る
対
策

大
洲
・
八
幡
浜
自
動
車
道
一
般
国
道
１
９
７
号
夜
昼
道
路

○
災

害
時

に
お

い
て

も
速

や
か

に
緊

急
車

両
や

一
般

車
両

の
通

行
を

確
保

す
る

た
め

、
補

正
予

算
の

充
当

に
よ

り
国

道
１

９
７

号
夜

昼
道

路
の

改
良

工
事

を
実

施
す

る
こ

と
で

、
道

路
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

機
能

強
化

を
推

進
。

《
位

置
図

》

《
平

面
図

》

《
諸

元
等

》

《
現

地
状

況
》

事
業

箇
所

：
愛

媛
県

大
洲

市
平

野

～
八

幡
浜

市
郷

事
業

区
間

：
愛

媛
県

：
４

.２
ｋ
ｍ

事
業

主
体

延
長

令
和

６
年

度
補

正
配

分
額

（
事

業
費

）

：
４

.３
億

円

お
お

ず
ひ

ら
の

や
わ

た
は

ま
ご

う

注
）
地

理
院

地
図

に
「
大

洲
・
八

幡
浜

自
動

車
道

」
等

を
追

記
し

て
掲

載

写
真

②

写
真

①

【
自

衛
隊

】
H

3
0.

7豪
雨

時
の

支
援

（八
幡

浜
港

着
）

《
効

果
①

》
広

域
的

な
リ

ダ
ン

ダ
ン

シ
ー

を
確

保
す

る
「
新

た
な

国
土

軸
」

Ｈ
３

０
.７

豪
雨

時
は

四
国

ル
ー

ト
が

中
国

ル
ー

ト
の

代
替

路
と

な
っ

た
。

四
国

ル
ー

ト
本

州
ル

ー
ト

起
点

約
４

２
６

ｋ
ｍ

約
０

８
．

２
時

間
約

６
５

１
ｋ
ｍ

約
０

７
．

８
時

間
大

分

約
５

７
３

ｋ
ｍ

約
１

０
．

４
時

間
約

８
４

９
ｋ
ｍ

約
１

０
．

７
時

間
宮

崎

約
７

２
５

ｋ
ｍ

約
１

２
．

２
時

間
約

８
７

３
ｋ
ｍ

約
１

０
．

０
時

間
鹿

児
島

※
１

各
県

庁
所

在
地

か
ら

中
国

吹
田

ＩＣ
ま

で
。

※
２

四
国

ル
ー

ト
の

航
路

は
「
八

幡
浜

港
～

臼
杵

港
」
。

移
動

時
間

は
フ

ェ
リ

ー
乗

船
時

間
（
１

４
５

分
）
を

含
む

。

■
九

州
と

京
阪

神
間

の
運

転
距

離
と

■
移

動
時

間

■
H

3
0
.7

豪
雨

時
の

八
幡

浜
港

の
ト

ラ
ッ

ク
利

用
台

数

出
典

：
宇

和
島

運
輸

（
株

）
、

九
四

オ
レ

ン
ジ

フ
ェ

リ
ー

（
株

）
提

供
資

料
（
注

）
H

3
0
は

7
/
5
～

7
/
1
6
、

H
2
9
は

7
/
6
～

7
/
1
7
で

集
計

（
H

3
0
と

曜
日

合
わ

せ
）

し
た

1
2
日

間
の

台
数

■
フ

ェ
リ

ー
を

利
用

し
た

救
援

車
両

（
Ｈ

3
0
.7

）

（
撮

影
日

）
R

6
.1

1
.8

よ
る

ひ
る

お
お

ず
や

わ
た

は
ま

至
八

幡
浜

市
街

至
大

洲
市

写
真

①
：
八

幡
浜

東
IC

付
近

写
真

②
：
大

洲
平

野
IC

付
近

至
八

幡
浜

市

至
大

洲
市

街
「
命

の
道

」
と

な
る

大
洲

・
八

幡
浜

自
動

車
道

4,
79

5台

6,
51

4台

夜
昼

道
路

よ
る

ひ
る

【
道

路
】

補
助

別
紙

６

22



縁
石

縁
石

縁
石

As
A
s

A
s

一
般
国
道
１
０
号
鹿
児
島
１
０
号
維
持
管
理

○
一

般
国

道
１

０
号

は
、

福
岡

県
北

九
州

市
を

起
点

と
し

鹿
児

島
県

鹿
児

島
市

に
至

る
全

長
約

４
５

０
ｋ
ｍ

の
主

要
幹

線
道

路
で

あ
り

、
第

一
次

緊
急

輸
送

道
路

に
指

定
。

《
現

状
》

対
策

箇
所

：
鹿

児
島

県
霧

島
市

上
之

段
地

区

延
長

：
約

０
．

０
６

ｋ
ｍ

《
位

置
図

》

令
和

６
年

度
補

正
配

分
額

（
事

業
費

）
：

０
．

３
億

円

【
配

分
箇

所
の

代
表

事
例

】

《
対

策
イ

メ
ー

ジ
》

《
諸

元
等

》

対
策

箇
所

【
国
民
の
安
心
・
安
全
の
確
保
～
成
長
型
経
済
へ
の
移
行
の
礎
を
築
く
～
】
道
路
イ
ン
フ
ラ
の
局
所
的
な
防
災
・
減
災
対
策
等

鹿
児

島
県

①
全

景
②

近
景

対
策

箇
所

至
姶

良
市

至
曽

於
市

切
土

法
面

の
崩

壊
切

土
法

面
の

崩
壊

至
曽

於
市

至
姶

良
市

○
土

砂
災

害
等

に
よ

る
道

路
の

通
行

止
め

の
リ

ス
ク

を
解

消
す

る
た

め
、

補
正

予
算

の
充

当
に

よ
り

、
一

般
国

道
１

０
号

霧
島

市

国
分

上
之

段
地

区
に

お
い

て
、

現
場

吹
付

法
枠

工
等

の
法

面
対

策
工

事
を

実
施

す
る

こ
と

で
、

道
路

法
面

・
盛

土
対

策
を

推
進

。

国
道

吹
付

法
枠

土
砂

撤
去

モ
ル

タ
ル

吹
付

①
②

至
曽

於
市

至
姶

良
市

き
た

き
ゅ

う
し

ゅ
う

か
ご

し
ま

き
り

し
ま

こ
く

ぶ
う

え
の

だ
ん

き
り

し
ま

う
え

の
だ

ん

【
道

路
】

直
轄

別
紙

７
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《
位

置
図

》

《
平

面
図

》

《
効

果
》

《
諸

元
等

》
《
標

準
断

面
図

》

《
現

地
状

況
写

真
》

事
業

区
間

道
路

延
長

整
備

延
長

令
和

６
年

度
補

正
配

分
額

（
事

業
費

）

：
長

野
県

上
田

市

：
０

．
２

２
５

ｋ
ｍ

：
０

．
４

５
ｋ
ｍ

：
６

．
５

億
円

【
国
民
の
安
心
・
安
全
の
確
保
～
成
長
型
経
済
へ
の
移
行
の
礎
を
築
く
～
】
道
路
イ
ン
フ
ラ
の
局
所
的
な
防
災
・
減
災
対
策
等

長
野
県
無
電
柱
化
推
進
計
画
（
主
要
地
方
道
長
野
上
田
線
天
神
工
区
）

〇
主

要
地

方
道

長
野

上
田

線
は

、
第

二
次

緊
急

輸
送

道
路

に
指

定
さ

れ
て

お
り

、
電

柱
倒

壊
に

よ
る

道
路

閉
塞

を
防

ぐ
た

め
、

無
電

柱
化

を
推

進
し

、

災
害

時
に

お
け

る
救

急
活

動
や

物
資

輸
送

等
の

た
め

の
道

路
空

間
を

確
保

す
る

。

主
要
地
方
道

長
野
上
田
線

長
野

県

上
田

警
察

署

上
田

市
役

所

凡
例

既
事

業
箇

所

事
業

箇
所

人
口

集
中

地
区

（
D

ID
）

防
災

拠
点

長
野

上
田

線
電

線
共

同
溝

延
長

0.
45

km
（
上

下
）

な
が

の
う

え
だ

0
.
7
5

3
.
2
5

3
.
0
0

3
.
2
5

3
.
0
0

0
.
7
5

8
.
0
0

な
が

の
う

え
だ

な
が

の
う

え
だ

至
長

野
市

な
が

の
し

至
小

諸
市

こ
も

ろ
しＮ

う
え

だ

電
線

共
同

溝
電

線
共

同
溝

➢
大

規
模

災
害

時
に

お
け

る
電

柱
倒

壊
に

よ
る

道
路

閉
塞

回
避

➢
救

急
救

命
・
復

旧
活

動
に

必
要

な
交

通
機

能
の

確
保

て
ん

じ
ん

【
道

路
】

補
助

別
紙

８
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一
般
国
道
８
号
新
潟
８
号
維
持
管
理

○
一

般
国

道
８

号
は

、
新

潟
県

新
潟

市
を

起
点

と
し

京
都

府
京

都
市

に
至

る
全

長
約

６
０

０
ｋ

ｍ
の

主
要

幹
線

道
路

で
あ

り
、

第
一

次
緊

急
輸

送
道

路
に

指
定

。

○
予

防
保

全
型

イ
ン

フ
ラ

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

へ
の

転
換

を
図

る
た

め
、

補
正

予
算

の
充

当
に

よ
り

、
国

道
８

号
三

条
市

千
把

野
新

田
地

区
に

お
い

て
、

路
盤

打
換

工
事

等
を

実
施

す
る

こ
と

で
、

早
期

に
対

策
が

必
要

な
道

路
施

設
の

老
朽

化
対

策
を

集
中

的
に

実
施

。

令
和

６
年

度
補

正
配

分
額

（
事

業
費

）
：

０
．

５
億

円

【
配

分
箇

所
の

代
表

事
例

】

【
国
民
の
安
心
・
安
全
の
確
保
～
成
長
型
経
済
へ
の
移
行
の
礎
を
築
く
～
】
道
路
イ
ン
フ
ラ
に
係
る
老
朽
化
対
策

《
諸

元
等

》

対
策

箇
所

：
新

潟
県

三
条

市
千

把
野

新
田

地
区

延
長

：
０

．
２

ｋ
ｍ

《
位

置
図

》
《
平

面
図

》

《
現

状
》

《
対

策
イ

メ
ー

ジ
》

さ
ん

じ
ょ

う

対
策

箇
所

至
新

潟
市

至
長

岡
市

全
景

に
い

が
た

せ
ん

ば
の

し
ん

で
ん

さ
ん

じ
ょ

う
せ

ん
ば

の
し

ん
で

ん

新
潟

県

対
策

箇
所

き
ょ

う
と

近
景

【
道

路
】

直
轄

別
紙

９
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○
能

登
半

島
地

震
で

は
、

停
電

・断
水

に
よ

り
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
が

被
害

を
受

け
、

災
害

発
生

直
後

か
ら

ト
イ

レ
不

足
が

発
生

○
停

電
・
断

水
時

で
も

使
用

可
能

な
防

災
コ

ン
テ

ナ
型

ト
イ

レ
を

、
防

災
道

の
駅

「
う

き
は

」
（
福

岡
県

う
き

は
市

）
よ

り
被

災
地

へ
派

遣
し

、
１

日
あ

た
り

3
0
0
回

程
度

利
用

さ
れ

る
な

ど
、

被
災

地
の

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
た

○
能

登
半

島
地

震
に

お
い

て
有

用
性

が
確

認
さ

れ
た

防
災

用
コ

ン
テ

ナ
型

ト
イ

レ
を

直
轄

一
体

型
の

「
道

の
駅

」に
配

備
し

、
平

常
時

は
「
道

の
駅

」
の

サ
ー

ビ
ス

機
能

向
上

に
活

用
、

災
害

時
は

被
災

地
へ

派
遣

し
て

被
災

地
ニ

ー
ズ

に
対

応
す

る

道
の

駅
「
う

き
は

」
を

出
発

設
置

作
業

の
状

況

○
ト

イ
レ

利
用

状
況

3
6
回

3
2
4
回

3
9
8
回

3
0
4
回

1/
1 

地
震

発
生

1
/
1
2
 1

7
:3

0
利

用
開

始

1/
12

1/
25

道
の

駅
「
う

き
は

」
で

使
用

道
の

駅
「
あ

な
み

ず
」
で

使
用

あ
な

み
ず

（
穴

水
町

）

う
き

は
（
福

岡
県

う
き

は
市

）

ト
ラ

ッ
ク

で
陸

路
運

搬

《
諸

元
等

》

配
備

箇
所

：
山

形
県

飯
豊

町
（
道

の
駅

「
い

い
で

」
）

令
和

６
年

度
補

正
配

分
額

（
事

業
費

）
：

０
．

３
億

円

【
国
民
の
安
心
・
安
全
の
確
保
～
成
長
型
経
済
へ
の
移
行
の
礎
を
築
く
～
】
災
害
対
応
体
制
の
強
化

国
道
１
１
３
号
山
形
１
１
３
号
維
持
管
理
（
道
の
駅
へ
の
防
災
用
コ
ン
テ
ナ
型
ト
イ
レ
の
配
備
）

《
能

登
半

島
地

震
に

お
け

る
活

用
事

例
》

道
の

駅
「
あ

な
み

ず
」
の

で
利

用
状

況

《
位

置
図

》

至 南 陽 市

至 小 国 町

な ん よ う し

お ぐ に ま ち

凡
例

国
道

県
道Ｎ

○
災

害
時

に
移

動
し

て
使

え
る

コ
ン

テ
ナ

型
の

水
洗

ト
イ

レ
○

太
陽

光
発

電
装

置
を

搭
載

し
、

商
用

電
源

へ
の

接
続

が
不

要
○

浄
化

シ
ス

テ
ム

を
搭

載
し

、
上

水
道

・下
水

道
へ

の
接

続
、

汲
み

取
り

が
不

要
○

停
電

、
断

水
中

で
も

使
用

可
能

《
防

災
用

コ
ン

テ
ナ

型
ト

イ
レ

の
特

徴
》

配
備

箇
所

い
い

で
ま

ち

【
道

路
】

直
轄

別
紙

１
０
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